
判明し，役所に妊娠届を出すと，母子健康手帳を交付さ
れ，妊娠中の検査等の費用助成を受けられるしくみに
なっている．
　妊娠中は定期的に産科での妊娠経過の検診を受診する．
出産をする場所は病院には限らないが，病院が多くを占
める．産婦人科での出産後は，地域の保健センター等を
中心に子どもの健診を受けていく．乳児健診と ₁歳半健
診，₃歳健診といずれも，地域の保健センターに出向き，
そこで，小児科医の診察や栄養状態，心身の発育等を確
認チェックし，健康な育ちを支えている．つまり，出産
は病院や産科あるいは助産院等だが，誕生後の健康診断
は地域の保健センターまた保健センター内では保健師や
栄養士等が対応する．定期的にスタッフの異動もあり，
メンバーが異なりながらサポートされていく．異なるメ
ンバーによるサポートだが，子どもの健康状態をさまざ
まな角度から検討し，判断し，対応するというチームで
のサポート体制をめざして取り組む例を多くみてきた．
　地域の母子保健の現場では，それぞれの家族が抱える
事情が大きく異なり，その上に当事者の心身の健康状態

が重なり，子どもの気質も関連し，対応は一通りではな
く母親の不安も子どもの年齢が小さいと不安の程度も大
きくなる（図 ₅）．
　乳児家庭全戸訪問事業は生後 ₄か月までの乳児のいる
家庭を訪問．子育て支援に関する情報提供や養育の把握
を行うもので，早期に不安や孤立を解消し乳児家庭の孤
立を防ぐのが目的である．すべての家庭を訪問するのを
めざし， ₉割を超える実施率である．乳児期は転居をす
る家族もある．そのような中で，不安や孤立を早期に発
見，把握し，適切に対応していくことで，多くの家族が
サポートされてきた．
　ところで定期健診で，大きな威力を発揮するものの ₁
つが，健康記録である母子健康手帳である．写真のよう
な手帳サイズの紙媒体である（図 ₆）．
　現在は，電子母子手帳も登場して，子育てサポート
グッズにも電子アプリが導入され，今後，拡大していく
と思われるが，国内全体では紙媒体での母子健康手帳が
まだ主流である．母子健康手帳，通称母子手帳は，日本
の質の高い母子保健サービスをけん引してきたものと認

図 5．地域子育て支援事業の概要（地域子ども・子育て支援事業について）

図 6．母子健康手帳の表紙例
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